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川
を
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
、

　
地
域
の
人
た
ち
が
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い

だ
き
、
イ
ベ
ン
ト
限
定
で

作
っ
て
も
ら
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
と
き
に
感
じ
た
の

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
大
河

津
分
水
に
対
す
る
強
い
思

い
。
そ
の
熱
意
が
私
た
ち
の

活
動
を
後
押
し
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。
感
謝
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

　
そ
れ
と
子
ど
も
た
ち
も
大

人
に
負
け
な
い
く
ら
い
大
河

津
分
水
の
こ
と
を
考
え
て
く

れ
て
い
ま
す
。
分
水
小
学
校

の
子
ど
も
た
ち
が
、
信
濃
川

大
河
津
資
料
館
の
ガ
イ
ド
を

す
る
た
め
に
た
く
さ
ん
勉
強

●特集　来年、「大河津分水」は通水 100 周年を迎えます

　
「L

ラ

o

ブ

ve R

リi

バ

v

ー

er N

ネe

ッt

ト
」
は

も
っ
と
気
軽
に
大
河
津
分
水

に
来
て
、
川
に
関
心
を
も
っ

て
も
ら
い
、
そ
の
楽
し
さ
を

感
じ
て
も
ら
い
た
い
思
い
か

ら
２
０
１
４
年
に
立
上
げ
ま

し
た
。　

　
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
大
河
津

分
水
に
繰
り
出
し
て
み
た

り
、
竹
水
鉄
砲
合
戦
を
し
て

み
た
り
。

　
５
年
前
に
は
横
田
切
れ
カ

レ
ー
と
い
う
の
も
作
り
ま
し

た
。
地
元
の
飲
食
店
さ
ん
に

何
度
も
相
談
に
乗
っ
て
も
ら

い
、
調
理
も
ご
協
力
を
い
た

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
最
初
の
う
ち
は
メ
モ
を
見

な
が
ら
の
ガ
イ
ド
で
し
た

が
、
慣
れ
て
く
る
と
何
も
見

ず
、
立
派
に
ガ
イ
ド
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
と
て
も
感
動

し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
こ
の
活
動

を
通
じ
て
大
河
津
分
水
は
ス

ゴ
イ
と
こ
ろ
だ
な
と
感
じ
て

く
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
こ
の

活
動
を
通
じ
て
、
い
ろ
い
ろ

な
人
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
っ

た
こ
と
が
子
ど
も
た
ち
一
人

ひ
と
り
の
心
に
残
り
、
大
き

く
成
長
し
て
か
ら
も
「
ふ
る

さ
と
」
を
大
切
に
思
っ
て
く

れ
た
ら
、
嬉
し
い
な
と
思
い

ま
す
。
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信濃川大河津資料館コーディネーター

樋
ひ

口
ぐち

　勲
いさお

さん

り
ま
す
。
一
刻
も
早
い
改
修

の
完
了
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
完
了
ま
で
に

は
期
間
を
要
す
る
た
め
、
そ

の
間
に
再
び
大
洪
水
が
発
生

し
た
場
合
は
、
ぜ
ひ
命
を
守

る
行
動
を
取
る
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

Q. 

工
事
を
見
学
で
き
ま
す

か
？

　
令
和
の
大
改
修
は
、
河
口

近
く(

長
岡
市
寺
泊
野
積)

に
あ
る
大
河
津
分
水
路
「
令

和
の
大
改
修
」
の
情
報
発
信

基
地「
に
と
こ
み
え
〜
る
館
」

で
工
事
の
様
子
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
足
を

お
運
び
く
だ
さ
い
。

◆
開
館
時
間　
午
前
９
時
〜

午
後
４
時（
毎
週
月
曜
日（
祝

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）
は

休
館
）

Q. 

令
和
の
大
改
修
の
進
捗

状
況
は
い
か
が
で
す
か
？

　
山
地
部
と
渡
部
地
区
の
河

川
敷
の
掘
削
工
事
で
は
、 

延

べ
１
０
０
０
万
㎥
（
東
京

ド
ー
ム
約
８
杯
分
）
に
及
ぶ

掘
削
土
を
燕
市
内
の
ほ
場
整

備
事
業
や
堤
防
強
化
に
用
い

る
な
ど
、 

地
元
の
皆
さ
ん
か

ら
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
順

調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
第
二

床
固
の
改
築
工
事
や
野
積
橋

の
架
替
工
事
も
、 

一
昨
年
の

台
風
19
号
の
影
響
を
受
け
つ

つ
も
着
実
に
工
事
が
進
ん
で

い
ま
す
。

Q. 

改
修
後
の
分
水
路
は
ど

う
な
り
ま
す
か
？

　
改
修
後
に
台
風
19
号
と
同

じ
規
模
の
洪
水
が
発
生
し
た

場
合
、
可
動
堰
付
近
で
約
２

ｍ
の
水
位
低
下
が
可
能
に
な

教えて！「令和の大改修」

国土交通省 北陸地方整備局
信濃川河川事務所 調査課長

西
にし

村
むら

　雄
ゆう

喬
すけ

さん

入場無料
定員：各30人

TSUBAME UNIVERSITY 大河津分水
・
長善館

今年度のテーマは

■申込方法　８月5日㈭〜 電話にて
■対象　燕市在住・在勤の高校生以上の人

■申込み・問合せ　中央公民館　☎0256・63・7001

１回目

２回目

３回目

８月28日㈯

９月25日㈯

10月２日㈯

●テーマ

「東洋一の工事 大河津分水」
●テーマ

「高
たか

橋
はし

竹
たけ

之
の

介
すけ

と北越治水策」

●テーマ

「大河津分水建設に尽力した
  長善館の門下生たち」

●講師
信濃川大河津資料館コーディネーター

樋
ひ

口
ぐち

　勲
いさお

さん
●講師
新潟県立歴史博物館　学芸員

田
た

邊
なべ

　幹
もとき

さん

●講師
長善館史料館　館長

横
よこ

山
やま

　文
ぶん

一
いち

さん

中央公民館
（３階中ホール）

※各回いずれも午前 10時〜 11時 30 分の開催

燕大学

分水公民館
（３階視聴覚室）

粟生津公民館
（２階大会議室）

今回は大河津分水の通水 100 周年に合わせて、大河津分水の建設に尽力した長善館の門人に
スポットを当て、深く掘り下げて講義を行います。

の受講生を募集します

●会場

●会場

●会場

■その他　　出席可能な回のみの参加も可能です。来場の際は、マスクの着用・検温・手指の消毒にご協力ください。

■大河津分水T
ツ

w
イ

i
ッ

t
タ

t
ー

er川柳コンテストを開催！
　つばめ若者会議−燕

エン

ジョイ活動部−が、大河津分水通水 100
周年の情報発信のために、Twitter を活用した川柳コンテスト
を開催します。Twitter を通じて、一緒に大河津分水の魅力を発
信していきましょう！

申込方法や実施概要などの詳細はこちらから
　　　　　つばめ若者会議公式ウェブサイト▶▶

■分水良寛史料館・長善館史料館 夏の企画展
　期間：７月20日㈫〜８月22日㈰　午前９時〜午後４時30分
　休館日：月曜日（祝日の場合は翌日）

分水良寛史料館　☎ 0256・97・2428
「良寛に学ぼう−良寛と大河津分水前夜−」
入館料：大人300 円　高校生・学生200 円
　　　　小・中学生100 円
長善館史料館　☎ 0256・93・5400

「二代館主 鈴木惕
てき

軒
けん

と多才な門人たち そのⅢ
−先進的教育と大河津分水実現に向けた門人たちの活躍−」
入館料：大人100 円　高校生以下50 円
※どちらも、市内の小・中学生と付き添いの保護者１人は
ミュージアムパスポートで夏休み期間中入館無料

　つばめ若者会議きっかけづくりチーム
「れっつばめ」、新潟経営大学中島ゼミ、大
河津分水を拠点に活動する団体「Love River 
Net」の 3 者がコラボレーションし、大河津
分水通水 100 周年に向けて、無病息災・運
気向上をテーマにした『大河津分水神社』の
建立と通水 100 周年の PR ブースを燕三条
Wing に設置します。

■日時：８月 11 日㈬～ 31 日㈫まで
■場所：燕三条 Wing（JR 燕三条駅内）
■内容：地元企業と協力して作成した鳥居や
祠を建立します。また、パネル展示や通水か
ら約 100 年間、大河津分水路の第二床固で
使用されたコンクリートを使用したお守り

『通水石のお守り』や限定グッズがあたるガ
チャガチャを設置します。
協力：沖野彫刻

■大河津分水通水 100 周年の
PR ブースを燕三条 W

ウ

i
イ

n
ン

g
グ

に
設置します！

大河津分水は2022年に
通水100周年

▲大河津分水を楽しく学ぶ。

惕軒惕軒


